
あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます

企画制作・茨城新聞社営業局

日本とベトナムの懸け橋として
日越外交関係樹立５０周年記念特集

交
流
試
合
で
親
交
深
め
る

ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
日
本
就
労
の
夢
繋
ぐ

　
10
回
目
を
迎
え
た
合
同
企
業
説
明
会
・

面
接
会「SEKISH

O
 JO
B FAIR

」が
、

昨
年
11
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
ハ
ノ

イ
工
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
出
展
企
業

は
26
社
、
参
加
学
生
・
求
職
者
数
は
２
日

間
で
2
、6
1
5
名
と
過
去
最
多
の
結
果

と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
学
生
の
日
本
企
業
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
示
し
た
。

　
「SEKISH

O
 JO
B FAIR

」は
、
深
刻

化
し
て
い
る
人
材
不
足
問
題
を
解
消
す
る

た
め
、
日
系
企
業
で
の
就
職
を
希
望
す
る

ベ
ト
ナ
ム
高
度
人
材
と
、
優
秀
な
ベ
ト
ナ

ム
人
学
生
を
採
用
し
た
い
日
系
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
２
０

１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
回
を
重
ね
る
こ

と
に
日
本
就
労
の
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
着
実
に
認
識
さ
れ
、
日
本
か
ら
の
出
展

企
業
、
参
加
学
生
の
数
は
共
に
増
え
て
き

て
い
る
。
参
加
す
る
学
生
も
ベ
ト
ナ
ム
最

高
峰
の
理
工
系
大
学
で
あ
る
ハ
ノ
イ
工
科

大
学
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
大
学
の
理

工
系
学
生
、
既
卒
の
理
工
系
・
I
T
系
人

材
な
ど
が
多
数
来
場
し
、
す
そ
野
の
広
が

り
を
見
せ
る
。

　
参
加
し
た
日
系
企
業
か
ら
は
「
優
秀
な

理
系
人
材
の
採
用
を
期
待
し
、
出
展
を
決

め
た
。
国
内
で
の
採
用
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
う
し
た
機
会
は
重
要
」

「
想
像
以
上
に
多
く
の
学
生
か
ら
応
募
が

あ
り
、
面
接
も
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
盛
況

だ
っ
た
」
な
ど
手
応
え
を
実
感
し
た
と
い

う
コ
メ
ン
ト
や
「
今
後
も
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

に
は
出
展
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
自
社
の
受
け
入
れ
体
制
も
整
え
て
、

多
様
な
人
材
が
共
に
働
い
て
い
け
る
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
」と
将
来
に
向
け
た
意

気
込
み
な
ど
前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。

合同企業説明会・面接会
「SEKISHO JOB FAIR 2023」開催

日越外交関係樹立50周年認定事業
ハノイ工科大学サッカー部交流試合

ハノイ工科大学とのスポンサー契約

調印式で契約書を交わしたフィン・クエット・タン学長と関正樹社長

交流試合集合写真

中央赤のユニフォーム３人がハノイ工科大サッカー部（左からリン、アン、ズイさん）

SEKISHO JOB FAIR 2023の会場

熱心に出展企業からの説明を聞く参加学生

両者のさらなる関係深化を確認

　
日
越
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
認
定
事
業

の
一
環
と
し
て
、
筑
波
大
学
蹴
球
部
と
の

交
流
試
合
が
筑
波
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

セ
キ
シ
ョ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
調
印
式
、
贈
呈
式
に
同

行
し
て
い
た
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
サ
ッ
カ
ー

部
の
ア
ン
さ
ん
（
４
年
）
、
ズ
イ
さ
ん

（
４
年
）
、
リ
ン
さ
ん
（
３
年
）
の
３
人

が
セ
キ
シ
ョ
ウ
Ｆ
Ｃ
の
一
員
と
し
て
参
加

し
た
。

　
交
流
試
合
に
は
、
関
正
樹
社
長
や
タ
ン

学
長
の
ほ
か
、
関
彰
商
事
の
ス
ポ
ー
ツ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
サ
ッ
カ
ー
の
Ｕ―

23
（
23
歳
以
下
）
日
本
代
表
監
督
の
大
岩

剛
さ
ん
も
会
場
に
駆
け
つ
け
た
。
試
合
は

前
後
半
40
分
で
行
わ
れ
、
３
人
は
そ
れ
ぞ

れ
大
学
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
参
加
。
プ
レ
ー
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

た
。

　
３
人
は
試
合
後
、「
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高

い
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
し
、
と
て
も
良
い
経

験
と
な
っ
た
」「
交
流
試
合
で
学
ん
だ
経
験

を
大
学
に
戻
っ
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
ふ
り
返
っ
た
。

セ
キ
シ
ョ
ウ
Ｆ
Ｃ
の
内
藤
清
志
監
督
は

「
３
人
と
も
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
て
、

チ
ー
ム
に
溶
け
込
ん
で
プ
レ
ー
し
て
い

た
」
と
評
価
し
た
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
に
つ
い
て
３
人
は

「
今
回
、
日
本
を
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
て
も
ら
い
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
日

本
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
」

「
今
回
の
経
験
を
通
し
て
将
来
の
選
択
肢

が
広
が
っ
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
謝
意
を
述
べ
て
い
た
。
関
彰
商
事
は

「
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
が
日
本
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
に
今
後
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
同
事
業
の
意
義

を
述
べ
た
。

　
2
0
1
6
年
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
以

来
、日
越
両
国
の
発
展
に
繋
が
る
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
き
た
関
彰
商
事
。

昨
年
の
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
を
節

目
と
し
て
、
そ
の
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。
昨
年
12
月
に
は
、
ハ
ノ
イ

工
科
大
学（
同
国
ハ
ノ
イ
市
）
の
フ
ィ

ン
・
ク
エ
ッ
ト
・
タ
ン
学
長
や
学
校
関

係
者
を
日
本
へ
招
き
、2
0
1
8
年
に

同
大
学
と
交
わ
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
の
更
新
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
な

い
、今
後
、両
者
の
さ
ら
な
る
関
係
の

深
化
を
確
認
し
た
。

　
つ
く
ば
市
の
本
社
内
で
開
か
れ
た
調
印

式
な
ら
び
に
贈
呈
式
に
は
、
大
学
側
か
ら

は
タ
ン
学
長
の
ほ
か
事
務
局
長
な
ど
５

名
、
関
彰
商
事
側
は
関
正
樹
社
長
や
関
太

士
副
社
長
ら
７
名
の
関
係
者
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
。
関
社
長
と
タ
ン
学
長
が
契
約

書
を
交
わ
し
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
の
更
新
を

確
認
し
た
。
続
い
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

関
彰
商
事
か
ら
50
万
円
と
記
念
品
が
大
学

に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
関
社
長
は
「
今
後
は
よ
り
関
係
構
築
を

進
め
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
両
国
の
懸
け
橋

と
し
て
友
好
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
タ
ン
学
長
は
「
こ
れ
ま
で

も
両
者
は
共
に
取
り
組
み
、
成
果
を
出
し

て
き
た
。
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
固
い
信
頼

関
係
の
下
、
今
後
と
も
関
係
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。

　

関
彰
商
事
は
、
２
０
１
６
年
に
ベ
ト

ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
に
駐
在
員
事
務
所

を
設
立
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
を
ス

タ
ー
ト
。
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
と
の
関
係

は
、
同
年
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
セ
キ
シ
ョ

ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
が
日
本
企
業
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
学
生
と
日
本
・
日
系

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
合
同
企
業

説
明
会
「SEKISH

O
 JO
B FAIR

」
を

同
大
で
開
催
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
な
っ

た
。
翌
年
に
は
現
地
法
人SEK

ISH
O
 

V
IETNAM

 CO
M
PAN

Y LIM
ITED

を
設
立
。
そ
の
後
、
同
フ
ェ
ア
は
継
続
的

に
開
催
さ
れ
、
昨
年
11
月
に
は
10
回
目
と

な
る
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
多
く
の

学
生
が
参
加
。
日
系
企
業
向
け
就
職
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
最
大
規

模
に
ま
で
成
長
し
て
い
る（
後
述
）
。 

　
関
彰
商
事
は
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
の
一
環

と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
知
名
度
向
上
や

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
同
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
活
動
支
援

を
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
に
同
部
へ
の
支

援
金
を
提
供
し
、
２
０
１
９
年
１
月
に
は

同
部
を
日
本
に
招
待
し
、
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
と
筑
波
大
学
蹴
球
部
な
ど
の

協
力
を
得
て
交
流
試
合
や
サ
ッ
カ
ー
教
室

を
実
施
し
た
。
一
方
、
大
学
側
は
関
彰
商

事
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
競
技

場
な
ど
に
掲
載
し
て
き
た
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
活
動
に
限
ら
ず
幅
広
い
分

野
で
の
協
力
が
検
討
さ
れ
て
い
く
。 

　
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
は
１
９
５
６
年
創
設

の
国
立
大
学
で
ベ
ト
ナ
ム
最
初
の
技
術
系

総
合
大
学
と
し
て
、
学
生
約
３
万
人
を
擁

し
同
国
の
近
代
化
・
工
業
化
を
担
う
優
れ

た
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
。


